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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月4日(2012.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、P2その他の、P1以外のOFDMシンボル、すなわち、P2のOFDMシンボルと、データ(N
ormal)のOFDMシンボルについては、DVB-T2で規定されているサブキャリア間隔のうちの最
も広いサブキャリア間隔の他、その最も広いサブキャリア間隔以外のサブキャリア間隔（
2K，4K，8K，16K、及び、32KのFFTサイズそれぞれに対応する間隔）のサブキャリアの使
用が可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　なお、P2において、エクステンデッドキャリア(Extended Carrier)には、すべて、パイ
ロット信号が配置される。また、MISOのP2では、ノーマルキャリア(Normal Carrier)の両
端それぞれの２つのサブキャリアには、パイロット信号が配置される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９４】
　位相検出部６４は、セレクタ６３ＩからのI成分と、セレクタ６３ＱからのQ成分とから
なる、PRBS復号後のサブキャリアの位相を求め、マッピング部５６（図１１）に供給する
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】
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